
平成三十年九月 
日本会議 愛知県本部 
〒４６４-０８３６               TEL：052-763-4678 
愛知県名古屋市千種区菊坂町３-５-３０２       FAX：052-763-4588 

E-mail: tokai-seikyo@mtc.biglobe.ne.jp 

あ
い
ち
通
信 

 

第
百
九
号 

天皇皇后両陛下 利尻島を行幸啓 
❑8月3日から5日、天皇皇后両陛下におかれましては北海道へ行幸啓あそばされました。3日は北広島
市、4日は利尻島、5日は札幌にお出ましあそばされるところ、ちょうど北海道旅行を計画していた私家族は
利尻島で両陛下を奉迎する幸運に恵まれました。両陛下は4日お昼前に利尻空港にご到着、それから利
尻島をご一周あそばされました。利尻島民挙げての沿道での奉迎は誠ににぎやかなものでした。両陛下は、
うに種苗生産センター、オタトマリ沼をご視察あそばされました。    清須市議会議員 まつかわ秀康 

皇太子殿下を 
近鉄名古屋駅にて奉送迎 

❑去る７月３１日と８月２日、 
皇太子殿下の奉送迎を近鉄
名古屋駅にて会員有志にて
実施した。皇太子殿下は高校
総体の開会式御臨席や豊受
大神宮と皇大神宮の御参拝、 
鳥羽商船専門高等学校など
の御視察を終えられ、ご機嫌
麗しく御帰京なさった。 
 
 

碧南市にて憲法おしゃべりカフェ 
           が開催さる 

❑去る７月１８日、碧
南市にて憲法おしゃべ
りカフェが開催され、
新作ＤＶＤ「今そこにあ
る危機と自衛隊」を上
映。猛暑にもかかわら
ず、５０名程の参加者
があり、碧南市長や地
元県会議員からも来
賓挨拶が述べられた。 

憲法改正議連が安倍首相と懇談 護衛艦いずも乗船見学 
❑去る８月３日、憲法改正を考える自民党愛知県議会議員
連盟（会長 直江弘文議員）は衆議院会館にて安倍首相と
懇談。安倍首相より、憲法改正には引き続き国会で議論を
深めていきたいとの言葉があった。 
                愛知県議会議員 南部ふみひろ 

❑去る７月２２日、名古屋
港に停泊中の護衛艦いず
もの見学会に参加した。
同艦は最新鋭のヘリコプ
ター搭載艦で平成２７年
に就役。その威容はまさ
に空母と呼んでも過言で
はない。当日は多くの見
学者で賑わい、自衛官か
ら懇切丁寧な装備の説明
を受けていた。 
厳しい国際情勢の中、海
洋国家日本の守りについ
ている海上自衛隊に心か
ら敬意を表します。 
愛知県議会議員 
元陸上自衛官 南部ふみひろ 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■９月２日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き１０月７日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （８月５日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成三十年九月  
 

事
務
局
日
誌 

（七
月
）  

 
 
 
 
 
 
   

  

服
部
守
孝 

先
の
大
東
亜
戦
争
よ
り
今
年
は
七
十
三
年
が
過
ぎ
、
間
も
な
く
敗
戦
記
念
日
が

遣
っ
て
来
ま
す
。
去
る
六
月
二
十
六
日
よ
り
七
月
十
二
日
に
ま
で
、
入
間
基
地

よ
り
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
容
団
員
と
し
て
往
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ご
存
じ
の

よ
う
に
硫
黄
島
戦
は
栗
林
大
将
以
下
二
万
千
百
四
十
九
名
が
従
軍
し
、
生
還
者

は
一
千
二
十
名
（
厚
労
省
資
料
に
よ
る 

最
後
の
生
還
者
は
昭
和
二
十
四
年
一

月
一
日
の
二
名
）
ま
さ
に
百
死
零
生
の
戦
場
で
し
た
。 

未
だ
、
約
一
万
五
百
柱
（
厚
労
省
平
成
二
十
九
年
度
）
の
御
英
霊
が
、
主
に
地

下
壕
・
洞
窟
陣
地
に
遺
骨
と
為
っ
て
祖
国
帰
還
を
待
っ
て
居
ま
す
。
私
は
永
年
、

硫
黄
島
の
御
英
霊
を
慰
霊
し
た
い
と
願
い
、
水
戸
二
連
隊
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
慰
霊

会
よ
り
派
遣
団
員
と
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち
日
本
國
民
が
此
の
幸
せ

を
享
受
し
、
暖
衣
飽
食
に
浸
か
り
な
が
ら
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
不
平
不
満
に
明

け
暮
れ
て
い
る
様
は
、
御
英
霊
に
対
し
誠
に
申
し
訳
が
立
た
な
い
と
心
か
ら
思

い
ま
し
た
。
在
島
中
は
毎
朝
、
御
英
霊
に
般
若
心
経
を
あ
げ
慰
霊
と
作
業
の
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。
収
容
作
業
は
、
壕
内
は
も
と
よ
り
ト
ー
チ
カ
跡
の
堆
積
物

（
砂
・
石
・
泥
）
を
リ
レ
ー
方
式
で
排
除
・
排
出
し
笊
や
箕
を
以
て
篩
（
ふ
る

い
）
に
掛
け
御
遺
骨
等
を
選
別
し
ま
す
。
頭
骨
・
脊
椎
・
大
腿
骨
や
顎
骨
等
主

要
な
骨
格
も
在
り
ま
す
。
日
々
の
御
遺
骨
を
収
容
捧
持
し
て
、
霊
安
室
に
安
置

し
団
員
全
員
で
慰
霊
拝
礼
し
ま
す
。
今
回
は
二
十
五
柱
の
御
英
霊
を
収
容
で
き
、

一
度
の
収
容
派
遣
と
し
て
は
今
ま
で
に
無
い
好
結
果
で
、
昨
二
十
九
年
度
は
全

部
で
十
七
柱
で
し
た
。
作
業
中
に
は
不
発
弾
・
砲
弾
・
機
銃
小
銃
弾
や
実
包
・

手
榴
弾
・
化
学
弾
・
薬
品
（
ア
ン
プ
ル
・
錠
剤
等
々
）
メ
ガ
ネ
・
印
鑑
・
万
年

筆
・
鉄
兜
・
銃
剣
・
拳
銃
・
陸
軍
手
帳
・
小
銃
な
ど
の
遺
品
も
沢
山
一
緒
に
出

て
来
ま
す
。
ま
た
壕
内
は
硫
黄
ガ
ス
・
水
蒸
気
・
硫
化
水
素
ガ
ス
な
ど
が
噴
出

し
、
地
熱
も
高
く
ま
さ
に
火
山
島
で
御
英
霊
の
そ
の
闘
魂
に
、
た
だ
た
だ
頭
が

下
が
り
、
涙
な
く
し
て
は
収
容
作
業
は
出
来
ま
せ
ん
。
な
を
青
森
師
団
よ
り
化

学
部
隊
と
不
発
弾
処
理
部
隊
の
自
衛
隊
員
の
協
力
支
援
と
基
地
駐
屯
海
上
・
航

空
自
衛
隊
の
全
面
的
支
援
は
謂
う
に
及
び
ま
せ
ん
。
感
謝
在
る
の
み
で
す
。
硫

黄
島
は
水
の
無
い
島
で
天
水
（
雨
水
）
以
外
な
く
、
壕
に
は
一
升
瓶
始
め
容
器

が
沢
山
出
て
来
ま
す
。
誠
に
悲
し
く
言
葉
が
在
り
ま
せ
ん
。
ま
た
再
訪
し
御
英

霊
遺
骨
収
容
に
参
加
す
る
所
存
で
す
。 
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日
本
会
議
知
多
支
部
支
部
長 

鈴
木
直
人 

  

平
成
六
年 

硫
黄
島 

  

天
皇
陛
下 

御
製 

  

精
根
を
込
め
戦
ひ
し
人
未
だ 

 

地
下
に
眠
り
て
島
は
悲
し
き 

  

皇
后
両
陛
下 

御
歌 

  

慰
霊
地
は
今
安
ら
か
に
水
を
た
た
ふ 

 
 

如
何
ば
か
り
か
君
ら
水
を
欲
り
け
む 

四
日(

水)

戦
争
展
全
体
会
議
に
参
加
。
一

か
月
と
迫
っ
た
展
示
会
の
運
営
体
制
を
確

認
す
る
。 

七
日(

土)

西
日
本
を
中
心
に
大
雨
に
よ
る

被
害
が
報
道
さ
れ
て
お
り
、
当
該
地
域
に

住
む
方
々
の
無
事
を
祈
る
。 

九
日(

月)

真
清
田
神
社
の
辰
守
弘
宮
司
を

訪
問
。
来
る
八
月
二
十
六
日
に
一
宮
市
で

開
催
さ
れ
る
、
愛
知
竹
田
研
究
会
の
ご
案

内
を
申
し
上
げ
た
。 

十
六
日(

水)

碧
南
市
で
開
催
さ
れ
た
、
憲

法
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
に
参
加
。
国
民
投

票
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
お
話
す
る
。 

二
十
二
日(

日)

岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た
、

日
本
協
議
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
夏
季
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
。 

「
平
成
の
御
代
替
り
を
控
え
て
」
と
題
し

た
講
演
を
拝
聴
し
た
。 

二
十
五
日(

水)

所
要
に
て
伊
勢
市
へ
。
用

務
終
了
後
、
豊
受
大
神
宮
と
皇
大
神
宮
を

参
拝
。
丁
度
、
還
暦
の
誕
生
日
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
ま
で
生
か
さ
れ
て
き
た
感
謝
と
、

残
る
人
生
を
全
う
で
き
る
よ
う
祈
願
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。 

三
十
一
日(

火)

皇
太
子
殿
下
を
近
鉄
名
古

屋
駅
に
て
奉
迎
。
殿
下
は
本
日
よ
り
三
日

間
、
豊
受
大
神
宮
並
び
に
皇
大
神
宮
の
御

参
拝
、
高
校
総
体
開
会
式
の
御
臨
席
、
鳥

羽
商
船
専
門
学
校
な
ど
の
御
視
察
な
ど
三

日
間
の
御
日
程
で
三
重
県
を
行
啓
あ
そ
ば

さ
れ
る
。 

一
日(

日)

第
一
〇
六
回
愛
知
県
護
国
神

社
清
掃
奉
仕
会
に
参
加
。
終
了
後
は
、

月
並
祭
に
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

平
成
三
十
年
度 

硫
黄
島
戦
没
者 

遺
骨
収
容
派
遣
団 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

参
加
報
告 

上
北
山
村
瀧
川
寺
内
に
あ
る
北
山
宮
墓

を
参
拝
し
た
後
、
川
上
村
に
戻
り
か
け

た
と
こ
ろ
に
あ
る
北
山
宮
と
い
う
神
社

も
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

北
山
宮
に
御
由
緒
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
読
み
よ
う
や
く
歴
史
の
流
れ
が

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
下
調
べ

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
ま

し
た
。
御
由
緒
書
き
の
抜
粋
で
す
。 

「
北
山
宮
は
後
亀
山
天
皇
御
曾
孫
の
尊

秀
王
の
御
子
に
ま
し
ま
す
。
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
五
年
）
九
月
父
王
比
叡
山
に

斃
れ
し
給
ひ
し
後
遺
臣
神
璽
を
王
子
に

奉
り
吉
野
北
山
荘
に
擁
護 

時
に
嘉
吉

の
乱
に
滅
び
し
赤
松
氏
が
余
党
主
家
を

再
興
せ
ん
と
し
て
詐
り
長
録
元
年(

一

四
五
四
年
）
十
二
月
夜
半
大
雪
に
乗
じ

て
丹
生
屋
帯
刀
佐
衛
門 

同 

史
郎
佐
衛

門
等
兄
弟 

北
山
宮
の
御
座
所
を
犯
し

て
王
子
を
殺
し
奉
し
神
璽
を
奪
い
御
首

を
奉
持
し
て
逃
る 

郷
民
此
を
追
撃
し

て
■
母
谷
に
て
両
名
を
討
ち
神
璽
並
御

首
を
取
返
し
御
遺
體
に
合
せ
御
座
所
後

苑
に
奉
苑
す 

亦 

門
島
彦
太
郎 

上
月

満
吉 

中
村
貞
友
等 

北
山
宮
と
期
を
合

せ
て
河
野
宮
の
御
座
所
を
襲
い
て
弟
宮

を
殺
し
奉
り
貞
友
御
首
を
奉
持
し
て
遺

る
も
御
氏
塩
谷
に
要
撃
し
て
御
首
級
を

取
返
し
御
座
所
の
上
に
葬
り
奉
る 

神

璽
は
南
朝
皇
族
護
ら
せ
給
し
も
翌
年
八

月
赤
松
氏
が
残
党
小
寺
藤
兵
衛
取
出
し

京
都
へ
奉
れ
り 
■
に
遺
臣
郷
民
悲
憤

し
且
宮
を
追
慕
す
る
事
急
に
し
て
翌
年

十
二
月
此
地
に
祠
宇
を
建
て
心
を
王
子

に
■
し
て
諭
ら
す 

子
孫
相
伝
し
て
五

百
幾
星
霜
を
経
ぬ 

明
治
三
十
五
年
一

月
吉
野
神
宮
境
外
摂
社
に
列
せ
ら

れ 

」
云
々 

  
本
日
の
宿
は
丹
生
川
上
神
社
上
社
の
眼
下

に
横
た
わ
る
お
お
た
き
龍
神
湖
畔
の
ホ
テ

ル
杉
の
湯
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
話
を
聞

く
と
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
時
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
も
こ
こ
で
ご
休
憩
あ
そ
ば
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

目
に
留
ま
っ
た
の
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に

立
て
か
け
て
売
ら
れ
て
い
た
一
冊
の
本
で

す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
沈
黙
す
る
伝
承 

川

上
村
に
お
け
る
南
朝
皇
胤
追
慕
」
増
田
隆

著
（
京
阪
奈
情
報
教
育
出
版
あ
を
に
よ
し

文
庫
）
で
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
即
購

入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
宅
後
す
ぐ
に
読

み
、
読
了
後
こ
れ
を
書
い
て
い
ま
す
。
是

非
お
奨
め
し
た
い
一
冊
で
す
。
赤
松
方
の

人
間
を
村
に
受
け
入
れ
た
が
た
め
に
北
山

宮
、
河
野
宮
の
両
宮
を
失
う
こ
と
と
な
っ

た
村
民
の
悲
し
み
と
後
悔
が
朝
拝
式
と
い

う
儀
式
と
し
て
五
六
一
回
途
切
れ
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
歴
史

家
の
説
と
は
多
少
違
う
川
上
村
の
伝
承
と

と
も
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

次
号
に
続
く 

 
 
 

愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
四
十
三 


